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～大統領選挙の年の株価と為替のアノマリー※～
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情報提供資料

（※アノマリーとは、発生した現象のうち法則や理論などから合理的な説明がつかないものを指します。）

今年は米国で大統領選挙が行われる年です。2月3日のアイオワ州予備選挙を皮切りに、与党の共
和党・野党の民主党ともに本選挙に向けて動きが活発化し、注目を集めています。特に、これまで民
主党の候補者の中で比較的注目度の低かったピート・ブティジェッジ氏が30歳代という若さや公約し
ている中道的な政策などを武器に予想外に躍進しており、今後の動向も気になります。

さて、過去の大統領選挙の年には株価（米国株式）や為替（米ドルの対円レート）はどのように推移
していたのでしょうか。株価については1960年以降、為替については1990年以降で①2019年までの
すべての年、②大統領選挙の年、さらには③大統領選挙の年のうち現職大統領が再選を狙った年
の3パターンでそれぞれの平均値の動きをグラフ化しています。

いずれのパターンも前年12月末の値を起点に各月末時点でどの程度の伸び率であったのかを平
均化して示しています。

こうしてみますと、株価（グラフ①）に関しては、大統領選挙の年はすべての年に比べて劣った動き
をしていましたが、現職大統領が再選を狙った年に限れば年間の上昇率は他のパターンと比べて高
くなりました。為替（グラフ②）については、大統領選挙の年がすべての年よりも米ドル高円安に振れ
やすかったのですが、特に再選を狙った年に限れば、年間の米ドル（対円レート）の上昇率はより高く
なりました。なお、為替については11月以降の上昇がより顕著でしたが、これはおそらく大統領選挙
の結果が明らかとなり、それまで漂っていた不透明感が後退したためと推察します。もっともこれらは
過去の傾向を示したものであり、今年もそうであるという保証はありません。しかし、市場参加者とし
てはこうしたアノマリーとも言える過去の傾向も考慮したいところです。

株式はS&P500指数

グラフ①：株式の月別平均騰落率（前年末比）
（1960年～2019年）

グラフ②：為替の月別平均騰落率（前年末比）
（1990年～2019年）

為替は米ドル（対円レート）


